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第 3章 コアエリアの現状と課題 

 第 3章では、コアエリアの現状と課題の整理を行う。 

 

3－1 車両・歩行者動線 

 (1) 車両動線 

    コアエリアに進入する車両動線は、浅間大社境内地南側(小型車・バス)および西側(小型車)と

富士山せせらぎ広場(小型車・バス)の 3か所に集約される。 

    浅間大社内の駐車場は、利便性から重要な位置付けとなり、来訪者の安全性を確保するため、

段階的廃止または歩車分離し代替機能を他に整備する必要があると考える。 

    他に、商店街等の民間駐車場は分散して立地しているが、基本的に店舗専用でかつ 1 か所当た

りの駐車台数が少なく、分かりにくい位置にもあることから、一般の観光客等が利用することは

困難な状況にある。 

 

 (2) 歩行者動線 

    歩行者動線のメインとなるものは、ＪＲ富士宮駅、ＪＲ西富士宮駅から商店街を渡って歩くル

ート 2 本と、コアエリア南側の大型商業施設から北へ向かって歩くルートの計 3 本であり、メイ

ンルートは歩道が整備されている。 

    コアエリア内の歩道は、富士山せせらぎ広場南側の県道歩道(南神田橋付近)、花と食の元気広

場西側の県道歩道、富士山せせらぎ広場から浅間大社に至る市道、市営駐車場予定地から世界遺

産センター建設予定地までの歩行者ルート等、未整備箇所が点在しているため、歩行者動線の整

備が必要と考える。 

また、イベント時に利用されている城山公園から浅間大社への歩道についても整備が必要と考え

る。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

 

 (3) 案内サイン等 

    車両ルート、歩行者ルートともに案内サイン・標識等が不足しており、初めての来訪者にとっ

てコアエリアへは、不案内な状況となっている。 

    デザインの統一と外国語表示が併記された案内サイン(標識)の設置が必要と考える。 
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図 3-1 現況車両・歩行者動線図 
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3－2 環境・景観(水と緑) 

 (1) 良好な富士山眺望の確保に向けた景観誘導 

    コアエリアから北北東に向かって富士山が眺望できるが、一部の建物等が眺望を阻害している。

富士山の眺望をいつまでも良好な状態で保つためには、高さ制限や色彩のコントロール、無電柱

化の取組が必要と考える。 

     

 (2) 神田川環境整備の未整備区間 

    一級河川神田川も神田橋から神田宮橋区間において、環境整備が完了していない。 

    また、浅間大社内の神田川ふれあい広場東側の神田川の親水護岸についても、老朽化が目立つ

ようになり、親水護岸の一部再整備が必要と考える。 

 

 (3) まちの中の水と緑 

    全体的に緑地や樹木が少なく、門前町にふさわしい緑化が求められている。また、豊富で清ら

かな湧水が流れる側溝や坪庭等の水と親しめる施設の整備が必要と考える。 

 

3－3 民活・店舗・施設 

 (1) 商店街の修景改善、空き店舗等の活用 

    商店街に老朽化した建物・アーケード、休日でもシャッターが閉まった空き店舗等が存在する。

この現象は、コアエリア内だけでなく周辺の商店街に多く見られ、商店街における修景改善と空

き店舗の活用が必要と考える。 

 (2) 宿泊施設の不足(整備) 

    コアエリア内の既存宿泊施設は 2軒、周辺を含めて 11軒の宿泊施設が存在する。今後の来訪者

の増加状況にもよるが、施設数の充実と魅力ある施設整備が必要と考える。 

(3) 拠点施設の未整備 

    コアエリア内には浅間大社と世界遺産センターの大きな「核」が 2 つ存在する。エリア内にお

いてそれらに回遊性をもたせ、動線をまちなかのにぎわいに生かす拠点の整備が必要と考える。 

      また、富士山の顕著な普遍的価値をより理解してもらううえで、富士山信仰と聖地、巡礼地と

郷土の歴史・生活文化のかかわりを展示する施設も視野に入れた検討が必要と考える。 

 

 (4) 観光客向けの土産販売店、飲食店の不足 

    当エリアは元来富士宮市の一大観光スポットであるが、滞在時間が短く、通過型観光地である

ため、観光客向けの店舗、飲食店（団体客用・個人客用）が不足している。 

また、店舗の立地位置、規模、販売内容等について、議論が必要と考える。 
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  (5) 夜間、人が集まる拠点の不足 

    当エリアだけでなく富士宮市全体にいえることであるが、夜間人が集まる魅力ある交流スポッ

トが存在しないため、滞在型の来訪エリアを促進するとともに、民間資本を活用したにぎわいの

ある夜間交流拠点の整備が必要と考える。 

     

(6) 観光客へのおもてなしの不足 

日本全国及び海外から多くの来訪者が当市に訪れることが予想されるが、その状況に対応できて

いないため、体制の構築が必要と考える。 

 

3－4 浅間大社 

 (1) 境内地への車両乗り入れ 

    神聖な境内地内の駐車場の設置は避けるべきであり、廃止し代替機能を他に整備する必要があ

ると考える。 

(2) 参道の整備 

    第２の鳥居前を大型バス駐車場として利用しているが、景観及び歩行者動線などの安全性や景

観を考慮すると、参道としての整備が必要と考える。 

 

 (3) 神田川ふれあい広場 

    神田川ふれあい広場は市民の憩いの広場として整備してから 20年以上が経過し、施設の老朽化

が進んでおり、機能・景観等を考慮した再整備の検討が必要と考える。 

 

 (4) 浅間大社北側境内地(社叢)の保存 

    浅間大社北側の社叢は、「富士宮市自然環境の保全及び育成に関する条例」に規定する「保存樹

林」に指定されており、都市計画法の風致地区にも指定されているため、今後も、鎮守の森とし

ての保存管理が必要と考える。 

 (5) 湧玉池の保全 

    国の特別天然記念物に指定されている湧玉池の浚渫、景観の保全が必要と考える。 

 (6)  浅間大社境内地の植栽の保全管理 

    浅間大社には、境内地を囲むように数多くの桜を始めとする様々な樹木が植栽されており、そ

の保存管理が必要と考える。 

 

 (7) 富士山登山口としての浅間大社の再生 

    元来富士登山は、富士山周辺の各浅間神社を登山口とし、安全祈願、禊など行い山頂を目指し

た。富士登山の前に浅間大社に参拝する本来のあり方を復活させることが富士山信仰の聖地の再

生につながるものであり、その検討が必要と考える。 
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図 3-2 現状の課題 
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3－5 アンケートにおける現状 

   富士宮市では平成 24 年 6 月に「中心市街地のまちづくりに関するアンケート」を実施しており、

コアエリアに関連するアンケート結果について抜粋記載する。 

 

●中心市街地のまちづくりに関するアンケート調査概要(市民) 

(1) 目   的：中心市街地まちづくり計画の策定にあたり、中心市街地に求められている市民ニーズ

を把握する。 

(2) 調査方法：市内在住の 20歳以上の人から無作為抽出した 1,400 人を対象に郵送（発送・回収と

も）による調査      ※ 平成 24年 4月 1日現在、人口の約 1％ 

(3) 調査内容：調査票にて記入 

(4) 調査期間：(発送日)平成 24年 5月 2日、 (回収締切日)平成 24年 5月 16日 

(5) 回収結果：送付数 1,400 件、回収数 603 件 (43.1％) 

(6)以下調査結果抜粋 
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●中心市街地のまちづくりに関するアンケート調査概要(観光客) 

(1) 目   的：中心市街地(浅間大社)を訪れる観光客のニーズを把握するため。 

(2) 調査方法：中心市街地（浅間大社）を訪れる観光客を対象に聞き取り調査を実施した。 

(3) 調査場所：観光案内所「寄って宮」 周辺 

       一般社団法人 富士宮市地域力再生総合研究機構 「おーそれ宮」店舗内 

(4) 調査期間：平成 24年 5月 2日から平成 24年 5月 31日まで 

(5) 調査件数：432 件（「寄って宮」 397 件・「おーそれ宮」 35件） 

(6)以下調査結果抜粋 
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● 考察 

   「市民に向けた」中心市街地のまちづくりに関するアンケートの結果は以下の通りとなった。 

  ・中心市街地に必要な施設の上位三傑は、 

   ①公園、水辺等の休憩施設  ②飲食、喫茶店  ③娯楽施設 

  ・まちに必要なことの上位三傑は、 

   ①大型駐車場の整備  ②公共交通機関の充実  ③多くの魅力ある個店、専門店 

  ・市内案内場所の上位三傑は、 

   ①浅間大社  ②白糸の滝  ③富士山 

    

   以上から、市民がふれあいのある交流施設を求め、交通体系の整備を望み、富士宮市で誇れるも

のは「世界文化遺産関連施設」であることが推察される。 

 

 

「観光客に向けた」中心市街地のまちづくりに関するアンケートの結果は以下の通りとなった。 

  ・富士宮市のまちなかのイメージの上位三傑は、 

   ①富士山のあるまち  ②浅間大社などの歴史を感じる  ③やきそば店など活気がある 

  ・富士宮市に来た目的の場所の上位三傑は、 

   ①浅間大社  ②富士山  ③やきそば店 

  ・まちなかで浅間大社以外に知っている場所は 

   ①湧玉池  ②なし  ③お宮横丁 

  ・市内の観光地はどこを知っているかの上位三傑は、 

   ①富士山  ②浅間大社  ③白糸の滝 

  ・浅間大社以外に立ち寄った観光施設の上位三傑は、 

   ①白糸の滝  ②やきそば店  ③道の駅朝霧高原 

  ・市内の滞在時間の上位三傑は、 

   ①2時間程度  ②1時間程度  ③半日以上 

  ・今回の旅行の日程の上位三傑は、 

   ①日帰り  ②1泊 2日  ③2泊 3日 

  ・宿泊地の上位三傑は、 

   ①伊豆方面  ②富士五湖方面  ③富士宮市街 
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  ・富士宮市に来たのは何回目かの上位三傑は、 

   ①はじめて  ②数年に 1回  ③年に 1～2回 

 

   以上から、富士宮市の観光施設としては「富士山」「浅間大社」「やきそば店」が特に有名であ

り、宿泊は市外、滞在時間も短い「通過型観光地」であると考察される。 
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3－6 世界遺産登録後の観光客入り込み状況 

  富士宮市の平成 25 年度の入り込み状況は、625 万人（前年度比 5 パーセント増）だった。富士山世

界遺産登録の影響もあり、600 万人を超えたのは平成 20年度以来 5年ぶりとなった。 

観光客数が最も多かったのは、朝霧高原の 208 万人（同 3 パーセント増）で、富士山の景観やキャ

ンプなどのアウトドアを楽しむ観光客で賑わった。 

また構成資産の浅間大社周辺は 161万人（同 7パーセント）、白糸ノ滝は 43万人（同 23パーセント）

といずれも前年度を上回った。特に白糸ノ滝はここ数年減少傾向にあったが、滝つぼ整備工事の完了

を受け大幅に回復している。 

一方、芝川地区は、3万 3千人で 26パーセントの減となった。 

名称 観光客数 前年比率 摘要 

田 貫 湖 26万 5471人 98.56％  

朝 霧 高 原 208万 4217人   103.38％  

白 糸 ノ 滝 43万 7635人 123.66％  

浅 間 大 社 161万 9000人 106.99％  

富士山周辺 29万 7100人 114.05％  

芝 川 地 区 3万 3410人 74.32％  

産 業 観 光 3万 7657人 88.48％  

やきそば店 30万 2000人 111.85％  

富 士 登 山 8万 538人 103.58％ 富士宮口 6合目カウンターで算出 

表 3-1 2013年度 富士宮市観光客入込状況(抜粋) 
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